
稲作期間の気温の推移

稲の収穫までの所要日数は約 150日で，一般的

な栽培方法では，北と南でさほど差はない。しか

し北ではp 出穂前後に盛夏の候を迎えるのに，南

では，分けつ盛期から最高分けつ期がそれに当り，

栄養生長期の気温の差異がもっとも大きい。(第

1図〉

乾物生産とN吸収の様式

第2図は北と南の各試験場の最近の試験成績だ

が，北の稲では北海道，山形ともに，収量水準が

あがるにつれ，最高分けつ期の茎葉のN含有率が

順次低くなるが南の稲では全く逆で，収量水準の

上昇につれ順次高くなっていく傾向にある。

寒地は気温が低いため，吸収したNの乾物生産

能率がわるし水稲体中のN濃度が高まりやすく

これが，収量の増加を阻んでいるらしい。また，

暖地では

分けつ期

の高温が主t'c 

吸収Nの温 25

乾物生産

能率を高

め，過繁

茂の現象

を示しや

すく，収

量停滞の

因となっていることは周知の事実である。

一般に，茎葉中のN濃度がある濃度以上になら

ないと分けつが発生しないし，またその分けつも

有効化しないといわれている。

従ってN濃度を高めやすい北の稲は，南の稲に

比べて分けつ確保が容易であろうと思われる。

このことは，収量構成を示した第 1表で明らか

にみとめられ，北の稲は同一収量水準では，南の

稲より穂数も多く，えい花数にも格段の差がある

(4) 第三種郵便物認可 農 業 と 科 学 昭和45年12月1日

従って，

現在の肥培

管理技術で

は，えい花

の確保は比

較的容易で

あるが，登

熟に難があ

り，その改

善が多収の

途につなが

るものと思

われる。

南の九州の事例では，まずえい花数の増大をは

かることが，収量水準を高める方策となろう。

玄米収量が， もみ数と登熟の良否に左右される

ことは周知のことだが，暖地の稲作で，穂肥が不

足なく与えられる条件下では，栄養生長期間， と

くに最高分けつ期から幼穂形成期トこいたる期間の

Nの吸収と乾物生産量との相互関係が，登熟の良

否と密接な関係にあることが認められている。
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北と南の水稲の収量構成

地域 品種
玄米重 F忠 数 えい花数登熟歩合

(kg/a) (本/m2
) (X100/m2

) (%) 

北海道 ユーカラ 55~57 524~611 354~404 68~79 

65~66 536~722 359~446 72~86 

九州 レイホウ 53~57 309~346 241 ~282 88~95 

67~71 357~408 310~338 88~94 

第 1表
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最高分けつ期までの生育が同じ場合，つづく幼

穂形成期』こいたる期間において，吸収Nの乾物生

産能率が低い〈乾物 100g生産当りの N吸収量が

多い一第 3図〉ほど，登熟歩合が劣る傾向にある

だが，暖地の稲作で， この期間のNの吸収を抑

えすぎると，分けつ確保が難かしく収量性は低下

するので，その前提に，最高分けつ期までのN濃

度(とくに有効分けつ期以後の〉を高く維持する

必要がある。

さきに，南の稲作では， もみ数の確保が増収の

かぎであることを指摘したが，最高分けつ期以後

幼穂形成期まで、の，いわゆる「遊びの期間」にお

m秘 収掩

(11'，')1氏資料による)
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ける吸収Nの乾物生産能率を高め，登熟を良くす

ることは比較的容易であろうと思われる。

同時にも

み数の減少

を防いで収

量性を高く

維持する技

術的対策(

たとえば最

高分けつ期

までのN濃

度を高く保

持したり，

また遊びの
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期間中，登熟を悪化しない程度にNの供給を維持

するなど〉をおりこんだ，一貫した乾物生産をさ

せようとすると，現段階では，かなり困難がある

いたる期間の， Nの吸収様式と収量性との間に全

く逆の現象がみられる。北の稲も，この期間は，

機能的には南における「遊びの期間」に相当する

ものをもっているものと思われる。このときの吸

収Nの乾物生産能率を高くすることが，北の稲の

登熟向上に必要な技術ではなかろうか。

養分の玄米生産能率

第3表は， 各地域の玄米収量水準 60kg/aと

70kg/aのものについて，単位玄米重当りの養分

吸収量であるが，北海道の稲では， Nの吸収を増

すことにより収量レベルが上っているのに対し，

九州の場合は，吸収Nの効率を高める方向で増収

している。

過去の多くの試験成績をみると，玄米100kg生

産に要する吸収N量は約2kgだが，一般的な傾向

としては北は2kg以下，南は以上を示すのが普通

である。しかし，比較的安定したかたちで.多収を

ことを意味する。 第 3表 玄米100kg生産当り養分吸収量とその相対比

南の稲作におけるこの

ような問題が，北の稲で

は， どのようにあらわれ

ているのであろうか。

北の稲では，南のよう

に「遊びの期間」がない

が，第2表にみられるよ

うに，高収の例に共通し

ているのは，有効分けつ

地 域

北 海 道

北 陸

九 州、l

北海道

オヒ 陸

九 州、|

玄米重

(kg/a) N 

59.2 1.6 

61. 2 2.0 

62.4 3.5 

72.3 2.1 

70.0 1.8 

71. 3 2.3 

期までの乾物生産量が多いということと，有効分

けつ期から最高分けつ期までの乾物生産において

吸収Nの乾物生産能率が低収の事例よりも高いと

いうことである。しかも高収のものは，登熟歩合

も高い。

北と南では，有効分けつ期から最高分けつ期に

養分I吸収量(kg/玄米100kg) オ1: の対 N 比

P K Ca Mg Si P K Ca Mg Si 

0.44 2.2 0.19 0.20 8.5 0.27 1.4 0.12 0.12 5.3 

0.48 1.6 o . 44 0 . 24 9 : 2 0.24 0.8 0.22 0.12 4.6 

0.61 4.0 0.45 0.37 16.3 0.17 1.1 0.13 0.11 4.7 

0.46 2.5 0.21 0.21 8.4 0.22 1.2 0.10 0.10 4.1 

0.36 1.8 0.29 0.20 8.2 0.20 1.0 0.16 0.11 4.6 

0.40 2.4 0.39 0.30 9.4 0.17 1.0 0.17 0.13 4.1 

得た場合には，北でも南でも 2kgに近いようだ。

N 以外の栄養素についても， Nとの比をとって

みると，南北にかかわりなく，各成分に定つある

比率が存在し，吸収養分相互間にパランスがある

ことが判る。たとえばp (りん〉のように，オヒか

ら南下するにつれ， 比が低下するものもみられ

第 2表 水穂前における寒，暖地水稲のすがた
る。また九州の事例からは，吸収Nの

効率を高めることと， Ca， Mgなど塩

基の吸収比を増すこととの聞に，深い

関連があるように推察される。

乾物生産量(g/m
2
) 乾物1服0収Og生量産(g当)り 玄米軍登熟歩 :fliiト'IU

地域 NUJMx]i(g) 田
(kg/a) 合(%) 口口

1 n m 1 n 
東北 I179 174 573 3.2 1.5 0.48 67.3 91 レイメイ

138 222 444 3.2 2.2 -0.05 61. 1 87 。

北陸 I170 285 581 3.1 0.84 0.71 75.6 91 フジミノリ

107 232 534 3.0 1.9 0.82 65.9 89 ぞ少

)L州 I79 236 307 3.2 1.7 0.64 * 75.7 92 レイホウ

144 348 350 3.2 0.88 1.4 * 70.1 83 4シ

1 :移植~有効分けつ1m
E::有効分けつ邦J-最高分けつ邦l
国.:最高分けつ鰐J-穂揃mJ (キ最高分けつHJJ-幼秘形成期)

吸収Nの玄米生産能率が高い場合に

は，おおむね登熟歩合も高い。しかも

同じ生産能率では，九州の稲の芳が，

北海道より登熟歩合が高い。この点も

北と南の稲作のちがいの一つである。


